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 生産台数重視のこれまでの施策から転換。
 世界に選ばれ、未来に向け成⾧を続ける自動車産業拠点としての発展を目指す。
 産学官一体となり、電動車の拠点化を含む４つの目標からなる新たな構想を推進。

世界に選ばれる電動車開発・生産拠点の形成１

ＣＡＳＥに対応したサプライヤーの集積２

工場や輸送分野における脱炭素化の実現３

先進的なクルマ・モビリティの実証の推進４

 「自動車関連企業電動化参入支援センター」の運営
 自動車産業アドバイザーによるマッチング支援及び
商談会の開催

 付加価値の高い技術・製品開発の支援
 CASEプロモーターによる新規参入、取引拡大の支援

 FCトラック配送ネットワークの構築
 工場の脱炭素化に資する技術・製品開発の支援

 自動運転等をテーマとしたセミナーや研究会の開催
 日田彦山線BRTにおいてFCバスの実証を開始

副会⾧ (株)デンソー九州 代表取締役社⾧ 内村 洋一郎
副会⾧ ユニプレス九州(株) 代表取締役社⾧ 森 敏明
副会⾧ (株)ナミユニット 代表取締役会⾧ 松村 茂樹

会 ⾧ 福岡県知事 服部 誠太郎

顧 問 日産自動車九州(株) 代表取締役社⾧ 芦澤 俊介
顧 問 トヨタ自動車九州(株) 代表取締役社⾧ ⾧木 哲朗
顧 問 ダイハツ九州(株) 代表取締役社⾧ 日野 克浩
顧 問 日産車体九州(株) 代表取締役社⾧ 富山 隆

＜役員＞

北部九州自動車産業グリーン先進拠点推進会議

891企業・団体
※令和7年5月現在
（794企業、42団体、
16大学・高専等、39市町村）

＜会員数＞

２



今後、加速度的に増加が見込まれる使用済みEVバッテリーの資源を循環させる全
国初の「福岡モデル」の構築により、ＥＶバッテリーの製造拠点化を目指す。

 グリーンＥＶバッテリーネットワーク福岡（愛称:ＧＢＮｅｔ福岡）（令和６年７
月２日設立）
構成:関係事業者33者（令和７年６月現在）
（自動車メーカー、自動車解体、バッテリー診断、再エネ、非鉄金属リサイクル等）

 運営方法
協議会の実務組織として、構成機関の実務

者による研究会を設置し、資源循環工程の課
題の洗い出し、取組ロードマップの策定、実
証事業検討を実施

＜共同事務局＞
県リサイクル総合研究事業化センター、
県環境部、商工部

取外し・回収 診断＆ リユース

バッテリー製造 リサイクル技術

グリーン
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グリーンEVバッテリーの拠点化に向けた福岡モデルの構築

４

世界に選ばれる電動車開発・生産拠点の形成１



サプライヤーを対象とした補助金

CASEプロモーターによる新規参入・取引拡大支援

 県内サプライヤーの開発力や提案力の強化を図るため、自動車
関連産業に携わる企業へ新技術開発や製品・生産設備の試作・
開発を支援

 CASEプロモーター２名が企業のニーズ・シーズ把握から
マッチングまでを支援

 九州に立地する電子・電装関連企業および参入に意欲の
ある企業のマップ作成

カーエレクトロニクスマップ

５

【ＣＡＳＥ等関連技術・製品開発支援補助金】

10/31 

応募要件:本社もしくは工場・研究所等が福岡県内に所在する企業であること 等
補 助 率 :１／２ 補助上限額:400万円

≪要件・内容≫

ＣＡＳＥに対応したサプライヤーの集積２



「燃料電池商用車の導入促進に関する重点地域」への選定

国の「燃料電池商用車の導入促進に関する重点地域」における「中核地方公共団体」
に、全国で６都県（福島、東京、神奈川、愛知、兵庫、福岡）のうち九州で唯一選定
された。

６

【燃料電池商用車への支援】 【水素ステーションへの支援】
 導入費支援

ディーゼルトラック価格との差額
を県と国で補助

 燃料費支援
軽油相当価格との差額を補助

 整備費支援
大規模水素ステーションの整備に係る
費用を補助

 運営費支援
水素ステーションの運営に係る費用を補助

具体的な支援策

九州初の大規模水素ステーションの整備や大型燃料電池トラック等の本格導入を推進

≪その他の施策≫
・FC大型トラック試乗会の開催
・メンテ人材の育成

FC大型トラック

工場や輸送分野における脱炭素化の実現３



日田彦山線BRTにおけるFCバスの実証
日田彦山線BRTにおいてFCバス導入(実証)

先進的なクルマ・モビリティの実証の推進４

自動運転車の試乗体験及び展示の実施
福岡モビリティショー2023において実施

自動運転車試乗体験の様子

大阪・関西万博でのPR 自動運転車の展示

実証運行の様子

ジャパンモビリティショー福岡2025（仮） 令和7年12月開催予定




